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「環境に良い」「地方を元気に」に根拠はあるのか

　地球温暖化などの環境問題や地方の過疎化などの社

会問題を解決するための取り組みを行うときに、その取

り組みが具体的に「効果があるのか/ないのか」、「効果は

どのくらいなのか」が分からなければ、その取り組みを本

当に進めて良いかどうかの判断ができません。

　当たり前のことのように聞こえますが、実際のところ、

効果があいまいなまま行われている取り組みが社会に

はたくさんあります。その取り組みは本当に環境にやさし

いのか、または地方を元気にすることができるのか、根拠

と効果を明らかにすることは基本でありとても重要です。

木材の公益的価値の定量化

　効果を数値などで具体的に表すことを「定量化」といい

ます。

　環境問題の取り組みを定量化する手法として、「ライフ

サイクルアセスメント（LCA）」があります。LCAとは、製品

の原材料調達から、生産、流通、使用、廃棄に至るまでの

ライフサイクル（図１）において投入される資源、発生する

環境負荷およびそれらに起因した地球や人間、自然生態

系への潜在的な環境影響を定量的に評価する手法です。

この手法を使うと、例えば国産材で住宅を建てることで

どのくらいのＣＯ₂やメタンなどの温室効果ガス（GHG：

Greenhouse Gas）が大気中に放出されるのかなど、さ

まざまな環境影響を定量化することができます。

　図2は、地域材利用（木材を地産地消した場合、京都の

事例）のライフサイクルからの温室効果ガス（GHG）排出

量をＣＯ₂に換算したものです。木材1㎥あたりで284kg-

ＣＯ₂/㎥のGHG排出量であることが分かりました1）。輸送

プロセスからのGHG排出量が小さい一方で、人工乾燥プ

ロセスからのGHG排出量が38%と大きいことが明らか

です。

　なお、同じ方法で計算した時、カナダからの輸入材の

GHG排出量は230kg-ＣＯ₂/㎥となり、地域材利用よりも

値が小さくなりました。これは、カナダの主要な発電方式

がGHG排出量の少ない水力発電であること、木材の人工

乾燥に100%木くず焚きボイラーを使用していることな

どが要因でした。これが、輸入材特有の「輸送距離が長く

輸送プロセスからのGHG排出量が多い」というデメリッ

トを帳消しにし、地域材利用よりもライフサイクルからの

GHG排出量が小さいという結果になったのです。

　では、地域材利用は地球温暖化対策につながらないか

というと決してそうではありません。図2で示した地域材

製品は、人工乾燥に使用するボイラーの熱源の割合が

「木くず60%、灯油40%」でした。これをカナダからの輸

入材と同様に100%木くず焚きにすると、GHG排出量は

202kg-ＣＯ₂/㎥と3割ほど削減され、カナダからの輸入

材よりも小さくなることが分かったのです。地域材利用を

地球温暖化対策の側面から進めていこうとした時に「木

くず焚きボイラーの普及」が重要なポイントであること

が、ほかの製品との比較によって一層明確になりました。

　このように、LCAを行うことで、環境に良いとされる取

り組みの実態を解き明かし、その後の効果的な対策につ

なげることができるのです。

　このような手法を使い、「環境に良い」あるいは「地方

を元気にする」と言われている取り組みや製品・サービス

を客観的に評価することが、持続可能な社会づくりのた

めには不可欠です。

木材の環境配慮性、地域貢献度を定量化して利用促進につなげる研究 SDGs

〈大学院生物資源学研究科・生物資源学部〉 渕上 佑樹（助教）

引用：1) Yuki Fuchigami, Keisuke Kojiro and Yuzo Furuta (2012), 
Journal of Wood Science, 58(4), pp352-362

原材料
調達段階

生産段階

流通段階

使用・維持管理
段階

廃棄・リサイクル
段階

育林・丸太生産

図1：木材製品のライフサイクル

図2：地域材製品（京都）のライフサイクルからのGHG排出量（CO2換算）1）
※使用段階における施工時の排出は考慮していない
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